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1. はじめに 

本研究では，コンピュータやアプリケーションの使い

方をわかりやすく説明するための支援ツールを開発し運

用することで，教育効果の向上を目指す．具体的には，

アプリケーションを操作する時にポイントとなる操作手

順を確認しやすいような講義資料を自動生成する「コン

ピュータ操作確認システム」を開発した．本システムは，

以下の特徴を持つ． 
・ 本システムを利用するための準備は必要ない 
・ 操作方法を実演しながら講義資料が作成できる 
・ 作成した資料はいつでも参照可能である 

2. 従来の講義スタイルとその問題点 

2.1 従来の講義スタイル 

アプリケーションの操作方法の習得を目的とした講義

では，講師用のパソコン画面をプロジェクターで投影し

講師が操作方法を実演しながら講義を行うことが多い． 
本来は，講師が，受講者の画面を確認することができ

るツール[1]などを用いて，受講者一人一人の進度を確認

しながら講義を進行していくことが望ましい．しかしな

がら，多人数講義では，受講者へのきめ細かな対応には

限界があり，講師の実演に合わせて受講者に作業しても

らうことが一般的となる． 
図 1～3 は，ワードを例に「名前をつけて保存」を行う

時の操作の一部をキャプチャしたものである．図 1，2 は，

マウスカーソルを目的の場所に合わせてクリックする直

前の画面あり，図 3は，図 2の状態でマウスをクリックし

た直後の画面である． 
アプリケーションの操作を行う時の画面の推移は，お

おまかに 2種類に分類される．1つ目は，図 1や図 2に示

すように，メニューバーからメニューを選択する場合で

ある．これらの画面の情報は，前画面の情報に対して追

加されるかたちで提供される．2 つ目は，図 3 にように，

選択したメニューの機能がダイアログ形式で提供される

場合である．この時の画面の情報は，前画面の情報に対

して大きく異なる．そのため，講師は，講師の操作と同

期が取れなかった受講者に対して操作方法を示すために，

ダイアログを一度閉じ，再度，図 1の操作を経て図 2の状

態を再表示させ一旦待機し，その後，図 3を表示させるな

どの実演を繰り返すこととなる．著者が実演する際は，

これらの操作を 2，3回繰り返す． 

2.2 問題点 

講師の操作に同期できなかった受講者に対応するため，

同じ操作を何度か繰り返す必要がある．しかし，操作に

よっては，短時間では繰り返すことができない場合があ

る．また，講師の操作に同期して作業を行えた受講者に

とっては，何度も同じ操作を講師が繰り返すことで，集

中力が途切れる場合がある． 
上記の問題点を解決する方法の一つに，操作手順を講

義資料としてあらかじめ準備しておくことが考えられる．

「Click! レコーダー」[2]などを用いることで，比較的容易

に操作手順を資料として準備することができるが，講義

資料作成のための講師の負担は大きい．また，あらかじ

め準備された資料だけでは，動的に変化するナマの講義

には対応しきれない場合がある． 
動的に支援する方法として，実演時の講師用のパソコ

ン画面を学習者に提示するシステムがある[3]-[5]．しかし，

複雑なシステムが必要[3]-[5]であり，また，受講者の意思

では講師の操作を振り返ることができない[3][4]． 

3. 操作方法をわかりやすく伝えるためのアイデア 

操作の進度は，受講者一人一人によって異なる．その

ため，受講者の意思で講師が行った操作を振り返ること

ができることが望ましい．文献[5]では，講義中に用いた

すべてのリソースを受講者の意思でいつでも見直すこと

ができるように，動画として蓄積する．しかし，動画の

再生は，手順を逆に振り返り目的の操作を確認すること

は容易ではない．また，ポイントとなる操作を短時間で

振り返ることができない． 
本研究では，通常用いるパソコン教室で利用できるよ

うに特別な装置を必要とすることなく，かつ，講師用が

行った操作を確認することができるようにする．具体的

には，講師が行ったポイントとなる操作を，受講者の意

思で振り返ることができるようにする． 
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4. 操作履歴確認システム 

上記のアイデアをもとに，「コンピュータ操作確認シ

ステム」を開発した．本システムは，以下の特徴をもつ． 
・ 通常のパソコン教室で利用できる 
・ 講師の任意のタイミングで講師用画面を記録するこ

とができる 
・ 記録した画像の公開には Web サーバを介して行うた

め受講者は任意の時間の講師用画面を参照すること

ができる 

4.1 システム構成 

本システムは，講師用画面生成部，画像管理部，画像

提供部の 3 つからなる．講師用画面生成部は，講師用 PC
（Windows に対応）上で動作し，画像管理部と画像提供

部は，Webサーバ上で動作する． 

4.2 講師用画面生成部 

講師用画面の生成は，講師が指定したタイミングで行

う．具体的には，「Pauseキー」を講師が押したタイミン

グで，システムは下記の手順で画像管理部に対して画像

ファイルを受け渡す． 
1. 講師用画面のキャプチャを行う 
2. png形式の画像を生成する 
3. 画像管理部に対して画像をアップロードする 

これらにより，本システムを利用するための準備は一

切必要なしに，実演を行いながら講義資料として実演結

果を蓄積することができる． 

4.3 画像管理部 

画像管理部は，講師用画面生成部より送られた画像を，

セッションごとにある一まとまりのものとして TAG をつ

ける．セッションの管理は，講師が任意のセッション番

号を変更できる．これにより，ある一連の操作ごとに分

類した形で，講義資料を生成することができる． 

4.4 画像提供部 
画像提供部へのアクセスは Web ブラウザを介しておこ

なう．図 4は，本システムの講義時間中の使用例であり，

Web ブラウザ側（図 4 中左側）が，画像提供部が提供し

ている情報である．画像提供部は，画像管理部が取得し

た画像を，講師が現在指定しているセッションの中でタ

イムスタンプが若い順番に上から順にサムネイル表示を

行う．画像提供部は，ajax機能により画像管理部と通信を

行い，講師用画面生成部からの情報をリアルタイムで反

映させることができる． 

4.5 使用例 
図 4～6 は，「名前をつけて保存」の実演時の本システ

ムの使用例である．スクリーンを通じて講師がダイアロ

グを表示したことを認知した受講者は，自分の PCの画面

に視点を変える．システムの表示は，図 4から図 5に変わ

る．図 6は，対象画面を表示した画面であり，図 6は，図

5 中のダイアログが表示されたアイコンの一つ前状態であ

るアイコン（下から 2つ目のアイコン）をクリックした画

面である．対象画面を表示した画面では，画面の表示に

加えて前後の状態を表示するボタン（図 6中赤枠）が提供

される．これらより，受講者は，自分の PCの画面上で，

講師がおこなった操作を任意で振り返ることができる．

これは，動画の再生では困難であった，操作手順を逆に

振り返り目的の操作を確認することが容易にできる． 
講義時間後では，すべてのセッションのサムネイルが

表示され，操作方法ごとに操作手順を確認することがで

きる． 

5. まとめと今後の課題 

コンピュータ操作確認システム設計を行い，試作シス

テムを開発した．今後の課題として，実際の講義で運用

を行い，有効性の検証や問題点の荒い出しなどがあげら

れる． 
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図図図図 4 システム使用例 図図図図 5 サムネイル更新 図図図図 6 対象画面の表示 

456

FIT2007（第6回情報科学技術フォーラム）




